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週20時間の 1年間の行動治療は 2 歳 自閉男児をどう変え たか ？

　　　　　　日本に おける高密度治療シス テム開発の 試み

○ 山本崇博 、 宮崎麻衣子 、 本 田久仁 子 、 圓谷友 紀、加藤明子、中野良顯

　　　　　　　　　　　　　　（上智大学）
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1 ．目的

　 自閉症児 の 良 い 治 療教 育の 条件 は 、  行動原 理に

基 づ く環境 の 構 造 化 、   親 き ょ うだ い や 近隣 の 人 々

の 参加 、   半年 か ら 1 年 の 1 対 1 の 個別 指導、  集

団か ら学 ぶ力が 育 っ た ら普通環 境へ、  教育内容は

必 要 な能 力 の す べ て 、  最初は週 40時間 の 高密度治

療 、  個人差 を考慮 した処遇計画、として ま とめ ら

れ る （Lovaas ・中野 、1997）。こ の うち週 40時間 の

高密度治療 シ ス テ ム を構 築す る こ とは、最も重要な、

そ して最 も実現困難な課題 で ある。

　われ われ は 自閉症早期 行動介入 に関す る国 際共同

研 究 の 予備 的取 り組 み と して 、まず週 10時間 の 行動

治療 を試 み 、そ の 結果 を 分析 した （山本 ・中野 、

1999）。それ に よっ て次 の 課題 が 明 らか にな っ た 。

第
一

は子 ども の 惻 の 問題 で あ る。 2 歳か ら 3 歳の 幼

児は 、当然、幼稚園 児や小
・中学生 とは 違 う。体力

や 集 申力 が劣 り、病気にな りやす く、 1 目 5 時間 も

6 時間 も 「勉強」 を続け る こ とは難 しい 。長時間 、

楽 しく勉 強 させ るた め の 臨床的手立 て を、カ リキ ュ

ラ ム と指導法 の 両面 か ら解明する必 要が あ る，、第 「

は、教え る側 の 問題 で ある。週 40時間の サ ービ ス を

安定 し て 提供す るに は 、十分な数の 指導者 を確保す

る とともに、メ ン バ ー
の 指導 ス ケジ ュ

ール を適堺に

管理 する 必 要が あ る tt こ れ に は新 人指導者 を効 率的

に養成する プ ロ グ ラ ム の開発 と 、 休 祝 日や 年 中行事

な どに よる指導時 間 の 削減 を最小限 に留 め るチ
ーム

管理 法 の 開発 の 問題 が含まれ る。第三 は保護者 の 問

題 で ある。保護者の 指導意欲 を維持 し 、 保 護者 を訓

練 して 指導者 と して 参加 して も ら う と とも に 、指導

費を低 く抑 え る方 策を考 え ね ば な ら な い 。

　わ れ わ れ は 予 備的試 み の 第二 弾 と し て 、指 導時間

を 倍 増 し て 週 20時 間 に す る 試 み を開始 し た 。 こ の 研

究 の 目的は 、週 20時間 の 行動治療サ
ー

ビ ス を 2 歳 自

閉男児 に 1年 間適用 してそ の 効果 を分析する とともに、

指導時間 の 増加 に よ っ て生 じる臨床上 の 諸問題 を明

確 にする こ とで ある。

2 、方法

（1 ）参加児

　受理時 2歳 2 ヶ月 の 自閉男児。当機関 とは 独立 の

機関で 広汎性発達障害 （PDD） と診断された。

（2 ）独立変数

　指導者　大学院 レ ベ ル の学生 6 名がチーム とな り

週 20時間の指導を 1 年間適用 し た 。 指導は 主 に家庭

で行 っ たが、me　1 回 は大学セ ッ シ ョ ン を設 け指導過

程 をビデオ録画す る ととも に 、 子 ども と親 と指導者

との 三 者に よ っ て指導 Eの 諸問題 を話 し合 うよ うに

した。指導者 は 全 員、 中野 教授 の 主宰す る上智 大学

月例臨床会議に参加 し 、 グ ル
ー

プ ・ス
ーパ ービ ジ ョ

ン を受けなが ら 、 多 くの 事例 の 検討 を通 して臨床家

と し て の経験 を積み重 ねた。なお家庭 セ ッ シ ョ ン で

は子 どもの 親 も指 導 に参加 し、子 ども の 観察 と床遊

び を担 当 した 。 さ らに、指導場 面 の 外部 へ の ス キ ル

般化を促 進す るた め、指 導法に関する基本的情報を

親 に提供 す る とともに、子 ども へ の 関わ りに つ い て

逐次 フ ィ
ー

ドバ ッ クを行 っ た。

　指導手 続き とプ ロ グラ ム 　不 連続試行、シ ェ
ーピ

ン グ、チ ェ
ー

ニ ン グ、弁別訓練 を含む行動理 論に基

づ く教授法を使 い
、

1 対 1 の 個別指 導を行 っ た。 1

セ ッ シ ョ ン は 約 3 時 間 で 、 1 時間 ご と に 15分 ほ ど の

休憩 を と っ た a1 セ ッ シ ョ ン あ た り 20か ら24 の プ ロ

グ ラム を教え た 。 1 つ の プ ロ グ ラ ム は 2 分 か ら 5 分

連続 して 教 え、そ れが終わ ると子 どもは 開放され 、

親や補助指導者 と床遊び をする こ とが で きた。

　 プ ロ グラ ム の 最初 の 標的 は、癇癪 を減 らす こ とだ

っ た。椅 子に座 らせ、静か に な っ た瞬間 を 強化す る

方 法 に よ っ て 、癇癪を起 こ さず に 着席す る 行動 を形
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成 した。そ の 後 の 主 なプ ロ グラ ム は以下 の とお りで

あ る。視覚的課題 と して の マ ッ チ ン グ （立 体お よび

平 面） 、 動 作模倣 （粗大お よび微細 ） 。 お もち ゃ 遊

び課 題 として の 幼 児玩具 遊び 、パ ズ ル 、ボ
ー

ル 遊び。

言語 課題 と して の 言語模 倣 、簡 単な言葉 の 指示 、事

物 の ラベ リン グ （理解お よび表 現）、動作 の ラベ リン

グ （理解お よび表 現 ）。抽象概念課題 として の 形 、

色 、そ の 他 の 概念形成である。

（3 ）査定

　 受 理時 と 1 年 後 に査定を行 っ た。査定用 具は、田

中 ビ ネ ー知 能 検 査 、 Bayley 　 Scales　 of 　 Infant

Devel・pment （以下 ベ イ リ
ー幼児発達尺度）、薪版 S−

M栓会生 活能力検査、絵画語 い 発 達検査 （PVT）の 4

種類 を使 っ た。ベ イ リ
ー幼児発 達尺度は 、受理 時に

、第 1 版、 1年後に は第 2版 の 私訳版 を使 っ た 。絵画

語 い 発達検査は、受理 時の 年齢が適応範囲外だ っ た

ため、 1 年後の み適用 し た。

3 ．結果

　 各 標準検 査 の 結 果を受 理時 と 1年後 とで 比 較 し た

（図 1 ）。田 中 ビネーに よ るIQは 、受理時が算出不 能、

1 年 後 が66 だ っ た。ベ イ リー幼児発 達尺度 の 精神 年

齢か ら求 めた IQは、受理時50、 1 年 後は 89で 、39ポ

イ ン トの 上 昇が見 られ た。S−M社会生活能力検査 に よ

る社会生活指数 （SQ） は、受理 時46、 1 年後 47で 、　 i

ポイ ン ト上昇 し た 。 1 年後 の 絵画語 い 発 達検査に よ

る語 い 指数 （VQ＝語 い 年齢／生活年齢）は82だ っ た。

S−M社会生活能力検査に お ける領域別社会生活年齢 の

変化 を図 2 に 示 す。最も増加 し た の は 意志交換で 29

ポイ ン ト増、次が集 団参加 で 14ポ イ ン ト、移動が 5

ポイ ン ト、身 辺 自立 が 2 ポイ ン トそれ ぞれ増加 し た

が、作業 と自 己 統制で は増加 は 見られ な か っ た。
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図 1　 標準検査に おけ る指数値の 変化
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図 2S −−Mに お け る領域溺社会 生 活年齢の 変化

4 ．考察

　子 どもの学習をどう動機づ け維持するか 本児は

不連続試行に よ る 学習に 喜ん で 取 り組ん だ。高い 高

いや くす ぐりな どの 社会的強化は 幼児の 指導に と っ

て 重要な要因で あ る 。ま た 学習後の 床遊び も欠か せ

な い 強化子 で あ る 。 カ リキ ュ ラ ム に つ い て は 、ソー

シ ャ ル ス キ ル の 成分を追加す る 必要が あ る 。

　十分な指導者数を確保 し 、 指導ス ケ ジ ュ
ール を適

切に 管理す るに は ど うすれ ば よ い か　指導者 の 養成

は 、 大学 べ 一
ス で な けれ ば行 えな い

。 行 動分析 の 基

礎 と臨床 の コ
ー

ス を充 実 させ る とともに 、 実習 ス
ー

パ ービ ジ ョ ン が不 可欠 で あ る 。
こ の 点 に関 して は パ

ラ プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル 訓練 プ n ジ ェ ク トをあ らた に

発足 させ た。ス ケ ジ ュ
ー

ル 管理 は ．ヒ級指 導者 の 重要

な任務 で ある。

　親の モ チ ベ ーシ ョ ン の 維 持 と指導費の抑制 を ど う

す る か 子 ど も の 成長 は親に と っ て の 最大の 強 化 子

で あ る。20時間 の 指導時 間 の 倍増 に よ る 発 達促 進 は

は 、親 に 大 きな喜び を もた ら し、一層 熱心 に協力す

る よ うに な っ て い る u 指導費に つ い て は 、問題 は 解

決 し て い な い。今後に 残 され た 課題 で あ る。
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